
コラム  ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの実用化に向けた実験 

平成 26 年 9 月、寒地交通ﾁｰﾑはﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ

の実用化に向けた大規模実験を、国土技術政

策総合研究所と連携して苫小牧寒地試験道路

のﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ（外径：27ｍ）で実施しました。

本実験は、ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの適用条件と構造決定

を支援することを目的とし、多数の試験車両

を同時に走行させ、交通挙動を観測したもの

です。。ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄとは、「環道交通流に優先

権（中央島を中心に時計回り）を持つ新たな

交差点制御方式」のことです。旧来のﾛｰﾀﾘｰ交

差点は外径が比較的大きい（概ね 50～70m）の

に対し、ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄは外径がｺﾝﾊﾟｸﾄ（概ね 27

～35ｍ）であり、速度抑制及び事故被害軽減

が達成されることから、諸外国で普及が進ん

でいます。 

同試験道路のﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄは、日本国内での

実導入に先立ち、基本性能を検証することを

目的とし、平成 21 年度に寒地交通ﾁｰﾑが設計・

施工したものです。設計に際しては、ﾄﾞｲﾂの

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（2006 年発行）を参考にしました。

同ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄを実験ﾌｨｰﾙﾄﾞとして、寒地交通

ﾁｰﾑはこれまでに様々な関係機関（国土技術政

策総合研究所、警察庁、（公財）国際交通安全

学会など）と連携・協力して、実用化に向けた実験を行ってきました。平成 21 年度以降、（公

財）国際交通安全学会研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの実用展開に関する研究」に寒地交通ﾁｰﾑ

の宗広主任研究員がﾒﾝﾊﾞｰとして参画し、苫小牧寒地試験道路での実験を主導したのをはじめ、

長野県飯田市吾妻町でのﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ社会実験、我が国初の本格的な導入事例となった飯田市

東和町ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの実現に尽力しました。これらを経て、平成 26 年の道路交通法改正施行及

び国土交通省課長通知「望ましいﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄについて」の発出に貢献しました。 

また、平成 26 年 5 月には、警察庁による「環状交差点の交通方法」に関する映像撮影が、

寒地交通ﾁｰﾑの協力の下、苫小牧寒地試験道路で行われました。これは、平成 26 年 9 月 1 日

からの道路交通法改正の施行を控え、環状交差点（ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ）の通行方法を道路利用者に

周知することを目的としたものです。本 DVD の映像は、警察庁の WEB ｻ ｲ ﾄ：

https://www.npa.go.jp/koutsuu/index.htm から閲覧できます。  

寒地交通チームの活動は、今後、ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの安全性やﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ機能を活用したまちづく

り・地域づくり等を通じて、地方創生への貢献も期待されるところです。 

 

写真-1 ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ実験 

（於：苫小牧寒地試験道路、平成 26 年 9月） 

     

資料-1 環状交差点（ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ）の交通

方法の DVD（警察庁製作 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ○○○○ 

　




